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で軽い構造の「はね上げ式」アクションのピアノがシュタイン（Stein, Johan Andreas, 
1728～1792）らによって完成され、18 世紀末から 19 世紀中頃にかけて主流となった。一
方、突き上げ式アクションはイタリアからドイツを経てイギリスへ継承され、ブロードウ




















（Buchholts）であった＊1。ブーフホルツは、ショパンが 13 歳であった 1823 年にワルシャ
ワで行った初の演奏会＊2、また 1829 年のピアノ協奏曲第 2 番の初演、および 1830 年の同





























・ピアノ協奏曲第 2 番 op. 21（1829）
・ピアノ協奏曲第 1 番 op. 11（1830）
・モーツァルトの歌劇《ドン・ジョヴァンニ》の主題による変奏曲
ポーランド時代に構想に着手していたと思われるもの
・12 の練習曲 op. 10（1830～32）
・アンダンテ・スピアナートと華麗なる大ポロネーズ op22（1830～35）
パリに到着してから書かれたもの
・バラード第 1 番 op. 23（1835）
・12 の練習曲 op. 25（1835～37）
・2 つのポロネーズ op. 26 （1835）
・2 つの夜想曲 op. 27（1835）




［12 の練習曲 op. 10］
　この曲集の作曲期日は、1～2 番 1830 年、3 番 1832 年 8 月 25 日、4 番 1832 年 8 月、5
番～6 番 1830 年夏？、7 番 1832 年春、8～11 番 1829 年 10～11 月、12 番 1830 年 9 月。第
5、6、8～12 番はパリ到着以前に書かれ、パリに着いた直後に書かれた第 1～4、12 曲と
ともにまとめられ、1833 年に出版された。
　ショパンの練習曲については多くの解説や解釈が出版されているが、ドゥワイヨンは著














［譜例 1］練習曲 op. 10 no.4 の第 3 小節
　譜例 1 はその典型的な例であり、右手の 10 度におよぶ分散和音のパッセージでは、16
分音符 4 つずつのモティーフのなかの 2 番めの音が 8 分音符となって保持されている。こ
のことによって、2 番めの音を弾く人差し指が『軸』となり、「肘を全く動かさず、ごく
わずかに手首を横に動かすだけでこの動きができた」＊6 ということになる。
［譜例 2］練習曲 op. 10 no.8, 47～48 小節
─ 82 ─
＊5　エーゲルディンゲル 2005 : 46
＊6　ドゥワイヨン 2013a : 4
［譜例 3］上記の練習曲 op. 10 no.8, 47～48 小節に対する手首の運動の予備練習













［12 の練習曲 op. 25］
　この曲集は 12 の練習曲 op. 10 に引き続いて作曲され、1 番 1836 年 9 月、2 番 1836 年 1
月、3 番 1836 年、4～6 番 1832 年 8 月、7 番 1836 年初め、8～10 番 1832 年 8 月、11 番
1834 年、12 番 1836 年。1837 年に出版された。







＊7　ドゥワイヨン 2013a : 64





　この 12 の練習曲 op. 25 についても、ドゥワイヨンは著書『パスカル・ドゥヴァイヨン
のショパン・エチュード作品 25 の作り方』のなかで 1 曲 1 曲についてその奏法を詳述し
ている。奏法に対する助言は、〈強い指〉〈軽い腕〉〈柔軟な手首〉を繰り返し力説してい
る点で 12 の練習曲作品 op. 10 と本質的には変わらないが、この 12 の練習曲 op. 25 では
より「弾き終えた指を即座に緩めること」「弛緩」という記述が多くなっていることに注
目したい。
［譜例 4］練習曲 op. 25 no.3,　9～10 小節
　譜例 4 では、拍頭にある親指が「打鍵のあと親指が緩んでいる」ことが必要で、その後
「鍵盤が上がろうとする力を利用して軽さを保ちます」「指をいちはやく緩める」＊9 とあり、
拍の内部で dim．とともに音色も軽くなり、それによって 1 拍毎に弾みのある、ダンスの
ような抑揚が生まれてくる。
［譜例 5］練習曲 op. 25 no.5,　1～2 小節
　譜例 5 も譜例 4 と同様に、拍毎に「親指を弾くたびに弛緩させましょう」＊10 と指摘さ
れており、それによって踊りのような抑揚が生まれ、leggiero と scherzando が実現できる。
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＊9　ドゥワイヨン 2013b : 23, 24
＊10　ドゥワイヨン 2013b : 43
　こうした 1 拍の内部という細かいレベルで〈打鍵→弛緩〉を用いることは、12 の練習









　ドゥワイヨンの記述をみても、練習曲 op. 10. no.5「黒鍵」と練習曲 op. 25 no.11「木枯
らし」のテクニックは似ているが、「op. 25 no.11 ではある程度の重さが必要になる」＊11 と
指摘している。また、12 の練習曲 op. 10 では、第 1、4、5、8、12 番など練習曲風のパッ
セージ・ワークの多くは単音であったが、12 の練習曲 op. 25 では第 1、3、4、5、6、7、8、
9、10 番で重音や和音のテクニックが表れ、より打鍵の力を必要とするものになっている。




［譜例 6］練習曲 op. 25 no.1,　1～2 小節
　このように、12 の練習曲 op. 25 は、同 op. 10 とは異なり、イギリス式アクションに対
応したテクニックとなっていると言うことができる。1831 年にパリに移住したショパン
は、しばらくの間、ロンド op. 16（1833）やボレロ op. 19（1833）といったサロン風の作
品を書いていたが、その後ふたたび本格的な作品の制作に戻った最初の作品がバラード第
1 番 op. 23（1835）である。ここでは、ウィーン式アクションのピアノでは不可能だった
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の、表現に直結したもの、表現そのものである。たとえば 12 の練習曲 op. 10 を、もし腕
や上体の重さを用いるいわゆる近代奏法で弾いたとしたら、異なる音楽となる以前に、そ























2013a 『パスカル・ドゥヴァイヨンのショパン・エチュード作品 10 の作り方』　
村田理夏子　訳　（東京：音楽之友社）
ドゥワイヨン、パスカル
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